
館
山
市
沼
字
前
山
一
一
六
〇

菅
原 

道
真
公（
学
問
の
神
様
）

　

安
房
国
の
国
司
で
あ
る
源
親
元
卿

（
柏
崎
國
司
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
）

由
緒

が
嘉
保
三（
一
〇
九
六
）年
に
、京
都
北
野
天
満
宮
よ
り
勧

請
し
創
始
し
た
と
伝
え
ら
れ
、祭
神
は
学
問
の
神
様
で
あ

る
菅
原
道
真
公
で
す
。境
内
に
は
地
元
館
山
藩
の
絵
師
・

川
名
楽
山
の
記
念
碑（
明
治
三
十
三
年
）や
枇
杷
山
開
拓

者
・
法
木
翁
の
碑（
昭
和
四
十
四
年
）、書
家
・
小
野
鵞
堂
が

揮
毫
し
た
明
治
三
十
五
年
の
菅
公
一
千
年
祭
記
念
碑
と

菅
原
道
真
公
の
歌
を
書
い
た
植
樹
記
念
碑
、北
条
に
い
た

伯
爵
・
万
里
小
路
通
房
が
題
額
を
書
い
た
拝
殿
改
築
記
念

碑（
大
正
八
年
）等
が
あ
り
ま
す
。

　

神
社
に
は
重
く
変
わ
っ
た
形
の
桶
胴
太
鼓
と
思
わ
れ
る

大
太
鼓
が
残
さ
れ
、御
面
も
あ
る
事
な
ど
か
ら
、か
つ
て
は

「
羯
鼓
舞
」等
の
舞
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

天
満
神
社

　

館
山
の
ま
つ
り（
た
て
や
ま
ん
ま
ち
）の
出
祭

で
は
、神
輿
渡
御
コ
ー
ス
に
は
幣
束
の
付
い
た

縄
が
張
ら
れ
、西
の
浜
集
会
所
前
の
広
場
に
は

お
浜
出
こ
そ
し
ま
せ
ん
が
、天
満
神
社
の「
大

神
輿（
お
お
で
ん
）」と
十
二
天
神
社
の
拝
殿
に

納
め
ら
れ
て
い
る「
小
神
輿（
こ
で
ん
）」（
子
ど

も
神
輿
）の
お
仮
屋
が
建
て
ら
れ
ま
す
。大
神

菅原道真公の逸話に登場する牛

拝殿に飾られている龍の彫刻

拝殿の片隅に眠る古い太鼓

十二天神社の初代後藤義光の彫刻

自
慢
の
祭

　

か
つ
て
十
七
年
間
神
輿
を
担
ぐ
事
が
途
絶
え
て

い
た
祭
礼
を
、三
地
区
の
青
年
会
を
結
束
し
て
、新

た
に「
天
神
会
」（
祭
礼
実
行
委
員
会
）を
組
織
し
、

三
地
区
の
氏
子
に
よ
る「
崇
敬
会
」（
十
二
天
神
社

氏
子
の
会
）等
、地
域
の
人
々
の
団
結
に
よ
り
、昭

和
五
十
五
年
に
復
活
さ
せ
、現
在
は
活
気
溢
れ
る

祭
礼
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
天
神
会
」は
他
地
区
の

賛
同
者
や
女
性
も
在
籍
す
る
一
〇
〇
人
を
超
え
る

会
へ
と
成
長
し
、南
総
里
見
ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
等
、地
域
全
体
が
一

致
協
力
し
合
い
、し
っ
か
り
と
し
た
運
営
の
も
と
、

十
一
月
二
十
三
日
の
新
嘗
祭
等
、一
年
を
通
し
て

多
彩
な
行
事
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、毎
年
大
晦
日
の
夜
十
時
か
ら
天

満
神
社
に
て
開
催
し
て
い
る「
除
夜
祭
」は
、ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
神
輿
が
展
示
さ
れ
、学
問
の
神

様
、菅
原
道
真
公
を
参
拝
す
る
受
験
生
を
は
じ
め
、

多
く
の
人
で
賑
わ
い
を
見
せ
る
自
慢
の
行
事
で

す
。午
前
〇
時
に
は
太
鼓
の
音
を
合
図
に
、「
崇
敬

会
」会
長
の
音
頭
で
一
斉
に
お
参
り
を
し
て
い
ま

地
域
の
自
慢

輿
、小
神
輿
二

基
に
よ
る
大
人

か
ら
子
ど
も
ま

で
一
体
と
な
っ

た
〝
こ
い
し
ょ

い
〞
〝
よ
い
よ

い
〞
の
威
勢
の

良
い
掛
け
声
が

町
に
木
霊
し
、

広
い
地
区
の
一

日
が
か
り
の
祭

り
を
盛
り
上
げ

ま
す
。

C

す
。こ
の
除
夜
祭
か
ら
新
年
に
か
け

て
は
、こ
こ
数
年
神
輿
を
担
ぎ
、参
拝

者
に「
さ
し
」た
状
態
の
神
輿
の
下
を

く
ぐ
る「
胎
内
く
ぐ
り
」を
し
て
頂
く

催
し
も
行
っ
て
お
り
、皆
様
に
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、天
満
神
社
の「
大
神
輿（
お

お
で
ん
）」に
施
さ
れ
た
三
代
後
藤
義

光
の
彫
刻
だ
け
で
な
く
、十
二
天
神

社
社
殿
、正
面
向
拝
の
虹
梁
の
上
の
、
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「
三
本
爪
で
後

ろ
を
振
り
向

い
た
姿
の
龍
」

の
初
代
後
藤

義
光
の
手
に

よ
る
彫
刻
も
、

自
慢
の
一
つ

と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

館山神社境内に集まった神輿 館山神社への入祭

自慢の神輿が高く舞う

祭
り
の
起
源　
大
正
三
年
、旧
館

山
町（
現
在
の
青
柳
、上
真
倉
、新

井
、下
町
、仲
町
、上
町
、楠
見
、上

須
賀
地
区
）と
、旧
豊
津
村（
現
在

の
沼
、柏
崎
、宮
城
、笠
名
、大
賀

地
区
）が
合
併
し
館
山
町
に
な
っ

た
の
を
き
っ
か
け
に
、大
正
七
年

よ
り
毎
年
十
三
地
区
十
一
社
が

八
月
一
日
・
二
日
の
祭
礼
を
合
同

で
執
り
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
の
後
、大
正
十
二
年
の
関

東
大
震
災
に
よ
り
、諏
訪
神
社

（
下
社
）、諏
訪
神
社（
上
社
）、厳

島
神
社
、八
坂
神
社
の
四
社

倒
壊
の
た
め
、協
議
に
よ
り

四
社
の
合
祀
を
決
め
、昭
和

七
年
館
山
神
社
と
し
て
創
建

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
館
山
十
三
地
区
八

社
と
し
て
、神
輿
七
基
、曳
舟

二
基
、山
車
四
基
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
か
ら
出
祭
し
て
い

ま
す
。愛
称「
た
て
や
ま
ん
ま

ち
」と
し
て
、城
下
の
人
々
に

よ
っ
て
伝
え
続
け
ら
れ
て
き

た
〝
心
の
ま
つ
り
〞
で
す
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、地
域
の
方
々
か
ら
の
聞
き
取
り
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
文
献
・
史
料
か
ら
の
情
報
を
加
え
て
編
集
し
て
い
ま
す
。内
容
等
に
つ
き

ま
し
て
ご
指
摘
や
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
連
絡
い
た
だ
き
、ご
教
示
賜
り
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


